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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　あらゆる化学反応は確率的なプロセスであり，これらの素過程から構築される遺伝子ネットワークもまたノイズの影響から逃れることはできない．しかしながら，遺伝子や細胞のネットワークである動的生命システムの振る舞いは往々にして安定であり，こうした安定性をもたらす機構を理解することは，創薬や病気の治療といった観点からも大変重要な課題である．本研究では動的生命システムがノイズの影響を最小化する機構を理解する為，まずは遺伝子ネットワークに生じるノイズの定量化を目指した．

　材料には走化性集合流を自己組織化する社会性アメーバを用いた．走化性集合流は、約一万個の細胞集団内に、5-10分の同心円波として繰り返し生じるが、化学反応波を直接可視化計測した例はなかった。我々は化学振動波を計測する為、超高感度カルシウムセンサーを開発し、これを利用したライブイメージングを行った。

　その結果、走化性集合流に対応する化学振動波の可視化に成功し、その時空間パターンを細胞単位の解像度で計測できた。詳細な観察の結果、約１万個の粘菌細胞集団内には、秩序だった同心円波状の集合流だけではなく、ランダムなカルシウム発火がかなり高い頻度で存在することが見いだされた．興奮性媒質において，伝播する化学振動波とノイズとなりうるランダムな発火とは相性が悪い．ランダムな発火が伝播する波と相互作用することで容易に螺旋波が生じ，さらに過剰なランダム発火は集合パターンを乱流化する可能性すらあるからである．今回興奮性媒質である細胞性粘菌の集合流においては，これら二つの発火が長時間にわたって共存できることがあきらかになった．この結果は，細胞性粘菌ではランダムなカルシウム発火の影響が平面波には伝わらないようにする特別な機構があることを示唆している．詳細な分子機構は今後の研究課題である
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